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論 文 内 容 の 要 旨
第１章 緒論










第 2 章 脈波伝搬速度による頸動脈の弾性評価 






Spatial Compound Imaging に決定した。拍動によって生じる変位を高精度に推定するために、5 つ
の推定手法をシミュレーションによって比較検討を行った。その結果、提案手法である 2 段階 1 次元
複素相互相関マッチングを採用した。また、脈波伝搬速度を推定するために、自己相関法を応用した
推定手法を提案した。以上の手法を頸動脈に適用し、いくつかの心周期の脈波伝搬速度を推定した。
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第 3 章 伝搬速度を用いた機械的特性評価に関する定量性の検討 



















































第 3 章では、脈波伝搬速度の定量性に関して述べた。第 2 章で提案した手法を頸動脈
を模擬した機械的特性の異なる 3 種類のファントムに適用し、その定量性を評価し考察
を行った。 





第 5 章は結論である。 
以上、要するに本論文は、拍動によって生じる生体由来の変位の伝搬速度を計測する
ことで、非侵襲的に生体頸動脈の粘弾性率分布を推定するもので、心血管系疾患の早期
診断により、医工学及び医学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって、本論文は博士（医工学）の学位論文として合格と認める。 
